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気象と農業技術

坪　井　八　十　二

一．qロ．．“因曜“雪ロロ■■■廓■r哺．騨■質曾＿■■g”書．■酬■O■暫韓■冒曹■，＿盟．輝■督■■騨0開■”g■O刷一■・■騨．■g＿■■■■■書■O＿督■響燭■■・■詔■■闘冒，，曽■蛆■，■■冒．団■”重■ロ聾■■引■・8■聾眉層．■一■■■量■■■■口■ロ瞳■巳ロ‘■一皇ロ噂■ロ■電一■O■ロー■口，■■■胃冒■■ロ■■■，●層■暫甲■■ロ■”■書冒■■9■■■■口叩菖冒看蟹■

　　　　天と地と人と’

　　’　“それ農人耕作の事，其の理り至つて深し．繰を生ず

　　　る物は天也．是を養ふものは地なり．人は中にゐて，天

　　　の気により，土地の宜しきに順ひ，時を以て耕作につと．

　　　む．もしその勤なくんば，天地の生養も途ぐべからず”
　増

　　　　　　　　　　　　　　　　一一宮崎安貞一

　　　　この言葉は農業における天地人の関係或は作物栽培の

　　　理念を読いた名言としで，多くの農業書に引用されてい

　　　るのでありますが，余りに天≧地が固定的に考えられ，

　　　ζれへの人の働きかげが表わされておらない，従って現

　　　在の栽培技術のあり方から言えば，きわめて浩極的で物

～　　　足りなさを感ずるのであります．

　　　　栽培の目標は最大の牧量を上げることでありますか

　　　ら，．つくられる作物の遺傳的素質がすぐれていると同時

　　　に天と地で表わされる壌境がその素質を十分発揮さすも
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のでなければなりません．。ところが現実の耕地で環境と1▽鍵

して完全なものはないと言ってもよいでしょ5．作物の

生育につごうがよいよ引；この環境を改良してやる手段，、．，

が鯉技術の大部を占めると言えましょう・だがら天の』灘

気を変え，土地を改めることを忘れてはならないのであ・、ン

殊して・農業に従事する都筋ろん農業の研究都嚇1
この点に深く意を用いるわけであります．

所が実際にはどろかと申しますと1土地その碑づ煽

いては改良することが盛に行われておりますが，天の気、 選、．．

を変えることは一般的には1まとんど行われないで，むし◇

ろ天の気によってヤ1るのであります．これは作物栽培め▽

多くが戸外の気象にさらされた耕地で行われる限りさけ灘一

甲
が たい宿命であると言えましょろ．安貞の言ろ「天の．滋灘

気」とは簡単に天気天候を鰍するのでなく・むしろ騰

気候と考えるべきでありましょ’ろが，古くから言われる△，』藩纂
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　「農業ばお天気まかせ」と言5あきらめに似た状態の中

からぬけ出るために，どのような点が間題になるかを考

えてみたいのであります．ごう言弓見方からすれば「農

業技術と気象」にっいて2っの命題が出て来ると思いま

す．すなわち1つば気象を変える方法であり，他は気象

に対処した農業技術の確立であります．

　天の気を変える1

　人工的に雨や雪を降らす研究が盛に行われています

が，まだどんな天気状態の時にでも出来ると言う所まで

は行っていないようであります．原子力の研究が異常な

発展をしましたが，台風をゲキタイすることは出来そう

にもありません．一般に天気と言われるものを変えるこ

とは現在の所まだ出来そうにもありません．

　所が作物の育っている地面附近の気象は，地形や地面

の状態によって同じでないことが知られています．だか

らどのよ5な地形や地物，どのよろな地面状態の時には

どのような気象状態になるかと言5ことを明らかにすれ

ば，計画的に人間の力で希望する気象状態を造ることが

出来るのであります．

　風の彊い所に防風林を造って風害から守るのも，斜面

に垣を造って冷気を他に流して凍霜害を防ぐのも，人に

よって餐象を変える例であります・また地面に黒～’粉を

まいて地温を上げたり，反対に白い粉をまいて地温を下

げだりすることもその例であります．　　　　　．

　このよ5に気象条件もある限られた範囲ではあります、

・が，人の力によって変えることができるのであります．

限られた範囲と言いましたが，これは変えることの出来

る程度（たとえば温度を何度上げることができるかと言

ろよろな）が限られている≧言5意昧と，変えることの

できる面積が限られていると言ろ両方の意昧を含んでい

ます．後者の中には肚会的条件によって左右されう点が

ありまして，条件さえ備わればかなり大面積にわたり大

規模なことができるのであります．

　アメリカやソ連では自然改造と言う言葉が便われてい

ます．大河を計画的に管理し洪水をなくし，その水資源

を発電，灌瀧，工業用水に使ろのであります．アメリカ

のT．V．A．を始めとする河川の総合開発は有名であり

ます．最近我国でも総合開発と言5ことが言われ一部で

は着工されています．ソ連でも大蓮河を開いて不毛の地

に潤既を行い，また大防風林帯を造って大規模な気候の

改良を行っています．

　しかしこのよろな大規模准気候改良1よとても農家個人

雪はできない相談であります・農家が作物をそだてる畑

や水田でちょっとした手段で気象を変える方法はないか

と言いますと，意外に沢山あるのであります・温室～温

、床等は別としても先に述べた地温を変える方法とか，畑

に灌水して水分を与えるとか，水田の場合は冷水の温度

を高める方法とかは，すべて気象騨寛を人為的に変え曾

．2
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ことなのであります．また作物の畦の巾や方向がちがい

ますと，日光の地面に当る強さやさしこみ方あるいは風

の通り方が違いますから、，植え方を変える、ことによって

ある程度気象環境を変えることもできます．これらのこ

とは農家の行5栽培技術の1つであり，直接作物の生育

に関蓮したことなのであります．・

　農業気象と農業技術

　農業気象と言5言葉が使われます．ところがいろいろ

の意昧につかわれその内容とする所も極めて区々であり

まして，どう言うことが農業気象かについては未だに決

っていません．農業気象の研究はどのような点に重点を

置くべきかと言う事も人によって一様ではないよろであ

ります・これに関する私見は別の機会にゆずることと致

しまして，ここでは農業技術特に作物の栽培の面から農　　　’

業気象を見てみたいと思います．　　　　　　　　　　　戸

　問題とする気象の範囲と言いますか姿と言いますか，

そのような点から農業気象を見ますと，大気象（候）小、・

気象（候）微気象（候）どに大別できるでしょうが，そら

れらと農業との関係が論じられているのであります．

　所がこれまでの農業気象の研究は大気候の分野では斉

気象要素と作物の生育敗量あるいは病害虫の発生等に関

する統計的な研究が多く，小気候，微気象の分野ではそ

の特性を調査することが主体となって，それらと技術と

の関係さらに進んで気象的に見た技術の確立等の研究は

きわめてまれであったと言えるよろであります』、

　そこで農業気象の研究成果が利用される点から見ます

と，為政者あるいは農業立案者に役立つ誹究と農民に直

接役立つ研究とに分けることができるようであります，、

ここに農業気象研究の一つの特徴（あるいは実態）があ

るよ弓に思ろのであります．そしていままでの研究が誰

の役に立ったであろうかと言うことは考えねばならない

点だと思います．率直に申しまして農民のためには大し

てなっ七いなかったと思うのであります．理屈をこねれ　．～

ば間接には役に立っているでしょろが，気象と牧量との

関係が統計的に明らかになっても農民には直接何の役に

も立たないのであります．農民の間題とするのは，ど弓

すれば少しでも沢山の牧量を上げろるかと言ろことであ

ります．’言いかえれば出来るだげ沢山の牧量を5るため

の方法の1つとして気象環境を利用し克服する方法さら

に積極的に改良して行く方法が現実には求められている

のであります．

　東北大学の加藤陸奥雄氏はその著丁農業と微気象」の

中で次のように言っておられます．“農業に関係ある気

象といったようなこと，農耕地内の気象状態の研究とい㌦

ったよろなこと，そのよ、うなことを農業気象といろので

は「農業気象」がかわいそうな気がします・農耕地に育　　　一》

つ作物と直結した気象でなげればならないと思います」

ですから， 農学の分野での作物学といったもの，または
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　一“、亙。露．∴、、、．』、1△』警1∴1☆
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栽培学といったものの1づの舞台だと思います．常に作

物が育ってゆく姿と結びっいた気象の姿が’「農業気象」

だと思ろわけなのです．ですからころした場面からは農

業のあるべき姿えの提言がある筈です．そこからは植え

　られるべき作物の種類，．その作物の品種，・さらにその植

える謙式や管理の方式，別の方面では輪栽の様式，間作

や混作の型式，一言で言えば自然科学の立場からする経

営の方式に対する勧告が出て来るはずですし，経済的な

立場から来る質問に対しての答も生れてこなければなら

ないと思います．ですから，あるがままの気象を農業の

上礁有利にもってくるというだげにとどまらないで，農

業を営む上に有利なよろに気象の姿を改め変えてゆぐ，

といったところに「農業気象」の活舞台があるのではな

いかと思います”と．農業気象の一つの重要な方向を示

すものとして氏の所説に同感なのでありますが，農業を

営む上に有利なように気象の姿を変えて行くためには次

の事項を明らかにしておく必要があろろかと思います．

第1は耕地におげる気象が作物の生育に直接または聞接

に影響する仕万と程度，第2は耕地におげる微気象の特

性と，その発現浩長に関与する条件との関係，第3は変

化しうる気象条件の生産えの敷果と他の栽培技術との関

係．1と2から作物生育に有利な気象改良法が案出され

るでありましょうが，その方法が具体化されるためには

それによる生産敷果を他の栽培技術（生産条件）による

生産敷果と比較検討される必要があるのであります．．

　所が残念なことに作物と気象との関係は極言すれば少

しも分っていないと言ってもよいのであります．もちろ

ん古くから両者の関係についての研究は多数あります．

しかしその結果は室聞的にも時聞的にも特異な変化をす

る各種気象要素の総合された耕地における微気象と作物

の関係を問題とした場合何ら明解な答を与えてくれない

のであります．いわんや気象だけでなく他の生産条件と

の関蓮で作物の生育牧量を論ずる必要のある場合におい

てはますますわからなくなると言ろのが現状でありま

す1’気象’と作物との関係を生理学的に（生態学的にも）

明らかにしえない段階にありますので，気象の面から

の研究は徴気象の特性を研究する段階まで来ているので

ありますが，作物学と気象学双方から手をとり合ろま

でに到っていないのであります．嘔この欠点こそ農業気象

を農業の実際から遊離せしめている最大の原因でありま

して，ここに道が通じますならば気象の知識が農業技術

に流れ込むでありましよろし，従って微気象ほもちろん

小気候，大気候としてのそれぞれの研究が生気を背びて

くるばかりでなく農業気象に適する気象の表現法，観測

法，測器あるいは統計法等各種の分野に積極的に働きか

けるようになることが想像出来るわげであります．

　災害となるよろな異常気象の場合は気象条件の影響が

大きいので気象改良の敷果は普通の場合より顕著であり

』．工♀54年・6月、　　　　㌧　　　／
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ましょろが・技術との結ぴ付きに隷てほ常に同融こ、 瀦
　とがあろ5かと思います．　　　　　　　　　一　　　　　墜懲
　　天の気による　　　．　　　・い，麟
　　農業気象の研空についての話まで進みましたが，以忍』．

は大体気象を変えることについて話して来ました・しか．鰻

　し気象の研究が農業に直接役立つ一番大きい分野は何と

　言っても正確な予報をろることでありましょろ．　ヤ、1◇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きまノ　　天気や天候が毎年規則正しく変化してくれるならば農、『

業も家定するのでありますが，それは夢物語にすぎませ・、試

　ん・それが望みえないとすれば天気や天候を正しく予測ヨ1．。，

　することができないかと言5ごとになります．　　・，㌦♪鎌

　　もし正しい天候の予報が出来れば，農業技術の研究特－i攣、
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　ます．私は全く反対のことを考えます．耳そのような時に．い灘
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　こそ農業気象の成果が役立つのだと．逆読的かもしれま．、腰
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せんが，一般の天候や天気の見通しが立たないからヒ、
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敷果が礁実にさ拠・るのが鶏であるとも言えるの』，．馨

であります．　　　　　　　　　　　　　　、　　　漂褻

　　それはさておき予報の敷果が最も現われるのは異常気「1』、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一驚象の発生時であることけ明らかであります．所が予報は　で、譲

よく当つているのに農業関係で欄用してくれ雄一
i灘

なげく言葉を耳にすることがあります・その理由1；はい　撚繕

ろいろあると考えま引根本的にはやはり予報の正確と◇灘

警繋懇蕪綴謹蕪☆！
農業気象の問題ではなく農業と気象全般にわたる大きい・蝦

間題なのでありますが，2，3感ずる所を拾って見たい穿累

　と、思ヤ・ます．　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　・　苓1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れがイ農業の本質から言・て異常気象来襲直前の子報で1漁灘

とんど打つ手がないと言ろ場合が多いのであります．根ご．．癖葦箋

本的に酢仕勤から万全の準備をしておくことが大切』☆鱗

であります・働には不購境に腺醐力§励ますか』講

ら・その時にぶっづかると禰轄となりま瓢そ∫』』礫

の危瞼期をはずれると大した事はないのであります・…腿藩

彌の冷害や風害において鞭が問題1こなりま蝿、彪講…

品種で考えられる第1の間題は早生，・中生，晩生と言ぢ諏臓

危瞼期のずれでありま飢すなわち危瞼期たとえば出穗ξ，、繊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　纐

讐雛難蕪灘1舞』灘

懇難羅灘難1姿灘
す・そこで危齢散と割手をつかって早虫中鱈晩慧麟
生を組み合わせて植えると言うととが奨励されるのであ薫灘婆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雲藤鰯

．3－◇』△。諮』・、，』プム瀕』△磁姦．灘灘
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乾㌧　　ります．これは反面から言うと天候の予報が信用出来な
蛤
酬　　いからと言5尊とでもあります．その年の天候が正確に

　　　予報出来れば，それに従ったもっと積極的な品種の選定

　　　が出来るわけであります．

藤　　　1ン　　以上のことは主として不良気象の来襲期と言うことに
暁一－　重点をおいた見方でありますが，作物は来襲前の気象の

　　　経過によむまして危瞼期も変動しますが，また作物体の

　　　素質が変って来ますし，来襲後の気象の経過によりまし

　　　てその後の生育，立ち直りが大きく影響されます．だか，

　　　’ら長期予報も単に不良気象についての予報ではなく作物

　　　生育全期にわたる正確な予報が必要なのであります．こ

　　　1こまで予報が出来て始めて品種の選定だけでなく，施肥

　　　法とか田植の時期とかの一連の技術的対策が用意される

　　　ことになります．

　　・・　所が予報に関連しましてもう一つ大切なことがありま

　　　す．それは発表する時期の間題であります．品種の選走

　　　』をするのでありますから，予報は播種前に発表されねば

　　　なりません．．わずかの差で予報の精度が上るのならば，
・無コ

　　　今一歩退いて田植前でもよいのです．苗はむだになって
郎

　　　も各品種を作っておいて，予報に従って適当な品種を決
ぎ　　ヤロ

、戯・，L定して田植をすると罰手闘来るからであり蝕お

　　　そくても田植前には予報をしらなければなりません．肥
　矯’　ノ。

灘、な、料のやり方，一坪の株の数，植え方等も判断して計画的．

騰“，　に準備できるからであります．一度植えた繹をぬくわげ

　　　犀，にはまいりません・肥料が多すぎたからと言って後から

　　　取り出すことは出来ないのであります．
　一勝、

洲　　、もちろん短期間になればそれだげ予報も正確になり具

　　　体性を塘すでありましょ5から，その後の予報も時機を

　織．　えてたびたび発表して行く必要がありますし，それに従

　　　りて技術的対策を打って行くことが大切なことは言うま

欝．で窯鍛必、中心、こな，ましたカ㍉．このような予報

　ヨ　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ馨　一　　一　　　　に対して打つべき農業技術の面からの対策は確立出来て
垂

爵

欝
黙

し　、一1

いるのか，と蓄いますと必ずしもそろであ，りません・大

部分は対処できると思いますが，実際面ではまだまだ研

究して行かねばならない間題が山積しているというのが

実情でありましょう．

　こ5言弓意昧で気象関係者と農業関係者の今後一暦の、P

協力が必要と思ろわげであります．・

　予報が災害防止に役立つための間題としては・以上の

他に多数の点が瞼討されねばなりません．たとえば現地

の農家の耕地と測候所の予報との闘係，気象予報と作物

被害との関係（相手の作物を対称とした被害予報の間

題）応急対策の問題等しかもそれらは各災害別に研穽さ

れねばなちないのであります．これらの点についてはこ

こでは省略致します．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　ただ最後に付言したいことがあります・冷害について、

従来は主にいわゆる気象予報であったわげであります

が，水田の特激として冷水害の問題があり，・この被害が

冷害の中で占める比重は大きいと思われますので・水温、

予報．と言ったよろな点えの関心がもっと彿われてよ、’の

ではなかろろかと考えます．冷水被害の限界温度以下に

なる水田地幣が冷害年に非常に拡大されると考えられま

すので，一般気象予報に関蓮しまして・このよ5塗予輯

が必要なのであります．このよろな限界地幣は気象の変・

動に従って敏感に仲縮するのでありましてその予報は困

難かもしれませんが，このよろな地幣にこ．そ技術の敷果

が顕著に現われるのであります．

　もっと一般郎に言えばただ冷害だげの間題で・はありま

せんが，個々の農家の技術はその耕地の環境の下で行わ

るれべきものそありますので，環境のはあくが出来ない

で技術の改良もありえないのであります．ここに技術の

普及問題があるように思われます．

　以上未整理の点も多く雑パクでありますが気象と農業

技術についての所感を記してみました．御批判をいただ

げれぽ幸であります．　　　　（農業技術研究所）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘
　気象台でも商羊を飼いなさい

　孔子が斉の国に居った頃のことです．王様は景公と申

　しました．ある晩，かつてみたこともない不、恩議な鳥が

御殿の庭にとんできたのです．なにしろ，その鳥は一本

足で，からだにはいれずみをし，口が赤く，人のうそぶ

くような声をだしてなき，蓋はねていて夜になるととび

まわるとい5たいへんなしろものです．さすがの王様も

　5す気昧わるくなっていろいろと臣下にきいてみたので

すが一人としてこたえられる者がありません．・そのとき

一人の男がこ5進言致しました．「先達ってから御殿に

逗留している孔子は大変えらい学者だとの評判ですが一

，つおたずねなってみたらいかがです」・本当にえらい学

』者だと知ってそういったのか・それとも答えられなかっ

たらそれを口実にこの国から追い出そろとしたのか，今

・≧なってはしらべるすべもございませ西・ともかく王様

』㌧，』謡，．、零、』』△鼠誌蕊

はこの者のいったことをおとりあげになり，人をやって

孔子に問わせましたところrハイ，この鳥は商羊といっ

て，大水を知らせる鳥でございます』私はずらと以前，

子供が”商羊がとび上つたから大雨があるでしょ5”と

歌つているのをきいたことがあります・ですから・．この

国でもまもなく大雨がふり，水害がおこるでしょう⊥

と答えろれたのでした．果せるかな，しばらくして長雨

がオ、りつづいて，洪水がおこり，諸国は大変な被害をう’

けたのですが，ただ，斉の国だげは孔子の言をきいて準－

備してありましたので，危いところを助かったといろ

ことです．景公は成程聖人嫡ちがったもめだ，と感心し

た．とい5ことですが，．しかし，孔子をこの国に、とどめて

おくごとは遽にできなかったことはよく御承知の通りで

す．　　　　．　　　　　　『　，（T・W・〉
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